
 

「J アラート（全国瞬時警報システム）」が鳴った！ 

   ・ミサイルの発射が確認された場合 

種 類 対 応 

ミサイル 

発射 

家 に い る 時 自宅待機 

登 下 校 時 

＜徒歩、自転車、送迎の自家用車＞近くの建物に避難する 

＜公共交通機関の利用中＞乗務員の指示に従う 

学校にいる時 

・授業や部活動を中止して屋内に避難する 

・できるかぎり窓から離れる 

※ 安全が確認できたら、それぞれの活動を再開してください。 

※ 「J アラート」はミサイルの発射以外にも、緊急事態を伝えるために鳴らされることがあります。 

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）警報時における対応について～行動編～ 

 
ミサイルが 

発射された場合 

ミサイルが 

落下した場合 

ミサイルが 

通過した場合 

校

内 

校
舎
屋
内
䥹
教
室
䥺 

・できる限り窓から離れる。 ・換気扇を止め、窓を閉め、

目張りして室内を密閉す

る。 

・避難行動をやめ、引き

続き情報収集に努め

る。 

・落下物らしきものを発

見した場合は決して近

寄らず、警察・消防に

連絡する。 

・防災行政無線等による

指示があった場合は指

示に従って行動する。 

校
舎
屋
内(

廊
下
等) 

・近くの教室に入る。 

・できる限り窓から離れる。 

・近くの教室に入る。 

・換気扇を止め、窓を閉め、

目張りして室内を密閉す

る。 

体
育
館 

・窓および鉄扉を閉める。 

・できる限り窓から離れる。 

・口と鼻をハンカチで覆う。 

・窓および鉄扉を閉める。 

校
舎
外 

・近くの校舎にできる 

限り早く避難する。 

・できる限り窓から離れる。 

・口と鼻をハンカチで覆う。 

・近くの校舎にできる限り 

早く避難する。 



 

校 
 

外 

・近くの建物（できれば頑丈

な建物）や地下に避難す

る。 

・近くに建物がない場合、物

陰に身を隠す。 

・伏せて頭部を守る。 

・口と鼻をハンカチで覆う。 

・直ちに現場から離れ、密閉

性の高い部屋又は風上に避

難する。 

・テレビ、ラジオ、インター

ネット等で情報を収集す

る。 

・行政からの指示（同報無線

等）があれば、指示に従

う。 

ポ
イ
ン
ト 

ミサイル着弾時に爆風や 

破片等による被害を避ける 

ための避難行動を取ること。 

・弾頭の種類に応じて被害の

様相や対応が異なるため、

避難行動を続けながら情報

を収集すること。 

 


